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笑顔を目指して－兵は詭道なり－ 
江 島 伸 興                                          

 
 第 37 回大会実行委員長を拝命し，本学会会員
としての冥利に尽きるものでございます。本大会
の準備は昨年の 10 月ぐらいから始めました。行
動計量学の目標は異分野融合および連携の構築
にあり，出来るだけ多くの分野の方法論を学ぶこ
とにあると考えています。この意味で，多くの皆
様に交流を深めて頂けるようにと配慮いたしま
した。ときには同じバスで会場を往復し，同じ弁
当を食べて様々な会話が弾むことも良い勉強で
はないでしょうか。行動計量学の原点は多くの知
識を身につけるところにあり，それが後日の研究
や教育へと向かうものと信じています。今回は臨
床薬理学の大橋京一教授の肝煎りで，ランチョン
セミナーを初めて企画しました。美味しいお弁当
を食べ，そのまま臨床試験の講義を聴く形式をと
りました。このような企画にもかかわらず，専門
領域に近いセッションだけ参加し，会場に来られ
ない会員も居られ，企画者としては拍子抜けでご
ざいました。もう少し，人間の度量を大きくして
異文化に接する意欲（食欲）が欲しいものです。
燕雀いずくんぞ鴻鵠の志を知らんや（史記）。 
 少々苦言を呈しましたが，セミナー参加者の笑
顔は実行委員会の喜びでございました。温泉は私
の公約でございましたので，「別府散策」の時間
に入浴をと考えました。ホテル白菊の露天風呂で
は多くの皆さまと温泉に入ることができました。
飽戸先生，千野先生，川野先生と湯の中で肩を並
べ，分野を超越した会話が弾みました。全員で青

空を見上げたときの笑顔は満点でした。これが行
動計量学の原点です。宴会は座敷で会席膳を企画
しました。別府で最高の場所で思い出に残る料理
を食して頂きたいと願っていました。皆様の会話
は弾んで，至る所で笑顔の華が咲いていました。
私に“騙されて”，この宴会に参加された皆様には
「みんなのおかおも真っ赤か」でした。これが日
本行動計量学会の原点です。8月8日の遠足は私
と丸山先生を含めて4名で参りました。天気に恵
まれて夢の大吊り橋と湯布院をゆっくり巡りま
した。九重連山や由布岳の景色も最高で，参加者
の笑顔が絶えない遠足になりました。 
偶然にも8月6日は林知己夫先生の祥月命日で

あることを，丸山先生より宴席で教えて頂きまし
た。この大会をお引き受けして以来，何故かいつ
も林先生が頭の片隅に浮かんで参りました。宴席
で申しましたように，私は先生とは僅か1分ほど
の会話しかございません。これが不思議な御縁に
なったことに改めて驚いています。先生の御命日
に「研究分野を超えて」という講演を行う予定で
したが，時間の関係でカットしたことが心残りで
した。その最後の締めくくりで指導者の心得と条
件「士為知己者死」（戦国策）を挙げ，この中に
林知己夫先生を重ねさせて頂きました。 
最後に，本大会を直接運営して頂いた本学の徳

丸先生，黒木先生，今井先生，事務の漆間さん，
佐藤さん，緒方さん，日野さん，松本さん，およ
び学生有志にはこの場をお借りして，厚く御礼申
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し上げます。また，野口医学部長，古林病院長お
よび大橋教授には数々の貴重なご支援とご援助
を賜りました。大会を代表して深謝申し上げる次
第です。さらに，太平洋トラベルの土師社長には
心より感謝いたします。 
（えしま のぶおき・第37回大会実行委員長） 
 
 

学会賞受賞者 
 第 37 回大会総会にて，学会賞受賞者が発表さ
れました。受賞者はそれぞれ以下の通りです。 
 
功績賞  丸山久美子 
     （北陸学院大学） 
優秀賞  北田淳子 
     （原子力安全システム研究所） 
奨励賞  稲水伸行 
     （東京大学ものづくり経営研究センター） 
奨励賞  横山 暁 
     （慶應義塾大学） 
 
 

会則の改正について 
 第 37 回大会総会にて，以下の通り会則の改正
が承認されましたのでお知らせします（平成 21
年8月6日施行）。 
 
(現) 2．本会の所在地は東京都内とする。 
(改) 2．本会の運営のために事務局を設ける。事
務局の所在地は別に細則により定める。 
  
(現) 6．本会に，正会員または準会員として入会
しようとする者は，正会員１名の推薦により理事
会の承認をえなければならない。 
(改) 6．本会に，正会員または準会員として入会
しようとする者は，入会申請の手続きを経て理事
会の承認をえなければならない。 
  

(現) 8．会費を2年以上滞納した者は，理事会に
おいて退会した者とみなすことができる。 
(改) 8．会員は次の特典を受ける。 
  (1) 機関誌の配布を受けること 
  (2) 機関誌に投稿すること  
  (3) 大会，研究会等に出席し，討論に参加する
こと  
 
(現) 9． 会員は次の特典を受ける。 
  (1) 機関誌の配布を受けること 
  (2) 機関誌に投稿すること  
  (3) 大会，研究会等に出席し，討論に参加する
こと  
(改) 9． 会員で退会しようとする者は退会届を
提出しなければならない。会費長期滞納者につい
ては，理事会の議決により退会したものとみなす
ことができる。 
 
 改正に至った経緯は、次の組織検討委員会の報
告をご覧ください。また、改正後の全文は、学会
のWebでご確認ください。 
 
 

委員会活動報告 
組織検討委員会より 
 第 1回委員会を2009年6月20日（土）に同
志社大学東京オフィスで開催し，事務局所在地の
表記方法，会費滞納者の扱い，入会広報の強化，
入会手続きの簡潔化，会長職の新設，学会賞の選
考方法，理事長の選出方法，会則の表現の整備，
学会の仕事の補助者の名称などの事項を検討し
た。 
 組織検討委員会では，組織そのものの検討を行
っている中で，まず会則の表現について検討し改
正案を作成した。改正案は理事会の議を経て，8
月6日の総会の承認を得た。 

村上征勝（同志社大学 文化情報学部） 
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運営委員会より 
第37回大会チュートリアルセミナーの報告 
 日本行動計量学会第 37 回大会チュートリアル
セミナーが下記の要領で開催されました。 
日 時：2009 年8月4日（日）14時～17 時 
会 場：大分大学挟間キャンパス 
テーマ：テスト理論のいま，そしてこれから 
講 師：荘島宏二郎（大学入試センター） 
参加人数：34名 
 
 テスト理論とその周辺の話題に関して，荘島宏
二郎氏（大学入試センター）を迎え，講義をして
頂きました。まずは，テスト理論の目的と用途に
ついての導入の後，標準化（尺度化と等化）につ
いて，古典的テスト理論の考え方の紹介をして頂
きました。その後，コラム1として，探索的因子
分析について事例とともにお話いただきました。 
 次に，項目反応理論における標準化について，
モデルの理解を中心にお話しいただきました。そ
の後，ソフトウェアを用いて，具体的なテスト理
論の運用について，デモンストレーションを行っ
て頂きました。その後，コラム2として，確認的
因子分析について，事例とともにお話しいただき
ました。 
 最後に，ニューラルテスト理論における標準化
について，モデルのコンセプトと，また，ソフト
ウェアのデモンストレーションを交えて，ご説明
頂きました。その後，質疑応答を行い，テスト理
論とその周辺の話題について，議論を深めました。 
最後になりましたが，講師の方ならびに参加者各
位に感謝申し上げます。 

植野真臣（電気通信大学大学院 
情報システム学研究科） 

 
広報委員会より 
メールニュースへのアドレス登録について 
-メールアドレスを登録している全会員へのメ 

ールニュース配信へ向けて- 
 
 日本行動計量学会では，会員の皆様への広報 
サービスの一環として，従来の会報誌発行に加 
え，メールニュースを配信しております。（会 
員向けメーリングリストの詳細は， 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 
をご参照ください。） 
 さて，昨今，この会員向けメーリングリスト 
による情報発信の機会が増加しており，広報委 
員会に送られてくる情報そのものもメーリング 
リストによる配信を前提とした即時性のあるも 
のが増えてきました。そこで，情報を出来る限 
り漏れなくお伝えするために，メールアドレス 
を学会に届けておられる会員の皆様全員に，メ 
ールニュースを配信させていただくことにしま 
した。 
 具体的には，この秋に行われる会員名簿作成 
のための会員情報確認の折に，本件をあらため 
てご案内させていただくとともに，メールニュ 
ースの受け取り希望の有無を確認させていただ 
き，それを基にメーリングリストの更新作業を 
行った後，2010年1 月頃から，更新したメーリ 
ングリストによるメールニュースの配信を行う 
予定です。 
 メールニュースを全登録アドレスへ原則配信
とする旨，ご理解いただくとともに，ご協力，よ
ろしくお願い申し上げます。（なお，本年中は，
これまで通り，メーリングリストへのメールアド
レスの登録・変更・削除は，ご自身で行ってくだ
さい。方法につきましては，本会報の最後の「会
員向けメーリングリスト登録について」をご参照
ください。） 

森 裕一（岡山理科大学 総合情報学部） 
 
 

理事会議事録 
日本行動計量学会 2009年度 第 2回理事会議事
録 
日時：2009年5月25日(月)18:00～20:00 
場所：大学入試センター 視聴覚室 
議事進行：飽戸弘理事長 
出席者：飽戸弘，足立浩平，岩崎学，岩坪秀一，
植野真臣，大津起夫，大森拓哉，岡太彬訓，椎名
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久美子，竹村和久，林文，星野崇宏，前田忠彦，
松本渉，森裕一，森本栄一，柳井晴夫，山岡和枝，
吉野諒三，柳原良造 
記録：大森拓哉 
 
議題 
１．前回理事会の経過確認 飽戸理事長 
 第１回理事会（新旧理事合同理事会）議事を確
認した。新理事 25 名により，理事長選挙，推薦
理事選出，委員長選出が行われたことを確認した。
合わせて推薦理事の紹介も行われた。 
２．第 37 回大会について 大会実行委員会委員
長代理 事務局 大森 
 資料１にもとづき，発表申し込み件数，理事会
等会議開催場所などについて報告があった。交通
手段等について，Web などに更新情報等を掲載
したほうが良いとの提案があった。 
３．新委員会委員の紹介および各委員会からの報
告。各委員会委員長より新委員の紹介と説明があ
った。 
①編集委員会 岡太委員長 
資料6に基づき，岡太委員長より，2つの委員会
の関係を今後どのようにするべきか検討すべき
との提言があった。 
②和文誌編集委員会 竹村委員長 
資料7に基づき，委員の紹介があり，他にも候補
者がいれば推薦してほしい旨が伝えられた。また，
補助委員（仮名）の設置についても検討してほし
い旨提言があった。 
③欧文誌編集委員会 足立委員長 
資料3に基づき，委員候補者が紹介された。この
うち，外国籍非会員については理事会の承認が必
要であり，討議の結果承認された。また，東京外
国語大の市川雅教氏，東北大の村木英治氏も委員
に推薦された。関連して，吉野理事より，欧文誌
への非会員の投稿について，規定を改めて設ける
必要があることが指摘された。 
④運営委員会 植野委員長 

資料2に基づき，委員の紹介および星野理事が副
委員長に選任されたことが報告された。 
⑤広報委員会 森委員長 
資料2に基づき，委員の紹介がされた。また，会
報の6月1日号が1週間ほど遅れて，6月の第2
週頃に会員に届くこと，メールニュースを充実さ
せることおよび名簿作成に関連して登録者を増
やすこと，新入会員増を目指すことに関連して資
料9のパンフレットに改定したこと，学会ウェブ
ページについて5月末くらいまでに改善・見直す
べき点を委員まで報告してほしいこと，の報告が
あった。 
⑥大会担当委員会 前田副委員長 
資料2に基づき，委員長，副委員長の紹介がされ，
岡太彬訓（多摩大学），木村邦博（東北大学）両
氏が委員に選出された旨報告がされた。 
⑦組織検討委員会 林副委員長 
資料2に基づき，委員の紹介がされた。諸々の問
題について，ワーキンググループを設置して取り
組む旨報告があった。 
⑧刊行物委員会 柳井委員長 
資料 4 に基づき，「行動計量の科学」についての
進行状況の報告がされた。年度内の発刊が目標で
あることが伝えられた。 
⑨事務局 大森副事務局長 
回覧資料に基づき，新入会員 14 名，退会者 26
名，会員種別変更5名の報告があり，承認された。 
⑩名誉会員担当 山岡理事 
今後適宜活動していくことが報告された。 
⑪学会賞選考担当 飽戸理事長 
今泉担当理事からの資料8に基づき，選考委員長
候補者3名の提案，および追加の推薦が提案され
た。今泉理事から各候補者へ打診し，結果を理事
長に報告することとなった。 
⑫横幹連合担当 飽戸理事長 
今泉理事に留任をお願いすることとなった。 
⑬統計関連学会連合理事 山岡理事 
事業継続委員に繁桝理事，統計教育推進委員に山
口理事が担当する旨報告があった。 
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4．社会調査協会について 飽戸理事長 
前回理事会にて承認済みのとおり，協会へ日本行
動計量学会負担金100万円を5月30日までに振
り込む旨報告があった。また，資料10に基づき，
今後の協会の構成などについて説明があった。9
月に代議員選挙があり，行動計量学会から馬場康
維氏，山岡理事が選挙管理委員となったことが報
告された。今後の協会の活動についての意見を理
事長または担当理事へ伝えてほしい旨報告され
た。 
5．その他 
柳原監事より，新入会員獲得のため，広報委員会
のみならず，組織委員会を設置して対処すべきと
の提案があり，組織検討委員会で検討することと
なった。 

菊地 賢一（東邦大学 理学部） 
 
 

会員の図書 
星野崇宏『調査観察データの統計科学 -因果推
論・選択バイアス・データ融合-』岩波書店，2009
年7月 
 
 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
☆世界看護科学学会第１回学術集会 
(The 1st International Nursing Research Conference 
of World Academy of Nursing Science) 
会 期: 2009年9月19日(土)・20日(日) 
会 場: 神戸国際展示場(神戸市中央区港島中町6-11-1) 
TEL: 078-303-7516 FAX: 078-302-1870 
 
☆第48回数理社会学会大会 
開催日:2009年09月19日(土) ～20日(日) 
場所:北星学園大学 
研究事務局  浜田宏(東北大学)研究事務局 
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jams.html 
E-mail: jams.research@gmail.com 
大会事務局 

北星学園大学社会福祉学部 中田知生研究室気付 
〒004-8631 札幌市厚別区大谷地西2丁目3番1号 
E-mail: tnakata@hokusei.ac.jp 
TEL 011-891-2751-1404(ダイヤルイン) 
FAX 011-896-7660 
 
☆日本教育心理学会第51回総会 
会期 2009年9月20日～22日 
会場 静岡大学 静岡キャンパス 
照会先 
日本教育心理学会第51回総会準備委員会 
〒422-8529 静岡県静岡市駿河区大谷836 
静岡大学教育学部 弓野研究室 
E-mail jyunbi51@dyumiken.com 
URL:http://www.ipc.shizuoka.ac.jp/~e-jaep51/ 
index.html 
 
☆日本音声学会全国大会2009年(平成21年)度 
第23回全国大会 
日時：平成21年9月26日(土)，27日(日) 
会場：九州大学（〒812-8581福岡市東区箱崎6丁目
10番1号） 
大会運営委員長：高山倫明先生（九州大学） 
 
☆日本方言研究会89回研究発表会 
日時：2009年10月30日（金） 
場所：島根大学松江キャンパス（〒 690-8504島根県
松江市西川津町1060） 
 
☆日本語学会2009年度秋季大会 
日時：2009年10月30（土）・11月1日（日） 
場所：島根大学松江キャンパス（〒 690-8504島根県
松江市西川津町1060） 
 
☆日本計算機統計学会第23回シンポジウム 
日時：2009年11月7日(土)・8日(日) 
場所：札幌学院大学（北海道江別市文京台11番地） 
URL：http://www.jscs.or.jp/sympo23/ 
 
 

公募情報 
岩手県立大学総合政策学部教員募集 
 准教授または講師1名 
 専門分野：社会学（「環境社会学・社会調査法」
分野） 
 応募期限：2009年9月25日（当日消印有効） 
 参照HP： 
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http://www-poly.iwate-pu.ac.jp/information/k
oubo2009c.html 
 
首都大学東京都市教養学部・大学院社会科学研究
科教員募集 
 准教授1名 
 専門分野：マーケティングサイエンス 
 応募期限：2009年9月30日（必着） 
 参照HP： 
http://www.tmu.ac.jp/assets/files/recruit/teach
er/090722_MktgScience_junjkyoju.pdf 
 
 

2009年度統計関連学会連合大

会について（第三報） 
実行委員会委員長     村上征勝（同志社大学） 
プログラム委員会委員長  水田正弘（北海道大学） 
運営委員会委員長      橋本紀子（関西大学） 
 
開催日程：9月6日（日）～9日（水）（9月6日はチ
ュートリアルセッションと市民講演会のみ） 
大会会場：9月6日 同志社大学今出川キャンパス，9
月7～9日 同志社大学京田辺キャンパス。プログラム
など詳細は，下記URLをご参照下さい。 

http://www.jfssa.jp/taikai/ 
１．京田辺キャンパス(7～9日)へのアクセスと懇親会
場 
 最寄駅はＪＲ同志社前または近鉄新田辺で前者から
は徒歩１５分，後者からはバス・タクシーで１０分で
す。大会期間中は近鉄新田辺駅から無料の送迎バスを
運行する予定です。 
 懇親会は京都市東山のThe Garden Oriental Kyoto
（京田辺キャンパスより貸し切りバスで移動）で行わ
れます。 
２．当日参加申し込みについて 
 本年は，会場が2キャンパスに分かれることから，
大会参加費・懇親会参加費の当日受付は京田辺キャン
パスでのみ受付いたします。9月6日， 
今出川キャンパスではチュートリアルセッションの受

付のみを行います。 
３．大会プログラムについて 
 プログラムおよび大会案内は Web 上で公開されて
います。プログラム冊子は作成致しません。 
４．企画セッション一覧 
1) Non- and semi-parametric inference (9月7日(月) 
10:00-12:00 Q会場) 

2) Model selection (9月7日(月) 13:10-15:10 Q会場) 
3) Machine learning (9月7日(月) 15:30-17:30 Q会
場) 

4) 感染症対策における計量生物学の貢献 (9月7日(月) 
13:10-15:40 A会場) 

5) Bayes 統計モデルのための計算技法とその応用(日
本計算機統計学会) (9月8日(火) 13:10-15:10 P会
場) 

6) スポーツ統計科学の新たな挑戦 (9 月 8 日(火) 
10:00-12:00 P会場) 

7) アジア地域における計算機統計学-Modern 
Statistical Methods and Computing- (9月8日(火) 
15:30-17:30 Q会場) 

8) 変わる初等中等教育における統計教育 (9月7日(月) 
13:10-15:10 P会場) 

9) 大学・大学院における統計教育 (9 月 7 日(月) 
15:30-17:30 P会場) 

10) 統計科学, バイオインフォマティクス, システム
生物学の統融合的発展 (9 月 8 日(火) 13:10-15:10 
A会場) 

11) 心の中の統計原理 (9月8日(火) 10:00-12:00 Q会
場) 

12) 匿名データ (9月8日(火) 15:30-17:30 P会場) 
13) 応用統計学会学会賞受賞者講演 (9 月 8 日(火) 
15:30-17:30 A会場) 

14) 日本統計学会会長講演 (9月8日(火) 13:10-15:10 
Q会場) 

15) 日本計量生物学会奨励賞受賞者講演 (9 月 8日(火) 
10:00-12:00 A会場) 

16) 日本計量生物学会賞受賞者講演および 2009 年度
学会賞授与式 (9月7日(月) 16:00-17:30 A会場) 

５．コンペティション 
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 今年度も，研究活動を開始して日の浅い会員のより
質の高い研究発表の奨励を目的としてコンペティショ
ンを実施します。 
６．チュートリアルセッション 
日時： 2009年9月6日 (日) 13:00～15:45  
会場：同志社大学今出川キャンパス 明徳館 
受付開始時間と場所: 12:30より，明徳館 正面中央階
段横 
テーマ１: ノンパラメトリック回帰入門  
講演時間: 13:00-15:45 
会場：明徳館 Ｍ21  
講師: 竹澤邦夫（中央農業総合研究センター） 
テーマ2: DSGEモデルとVARモデルの計量分析 
    ―MCMCのマクロ金融政策への応用－  
講演時間： 13:00-15:45  
会場：明徳館 Ｍ1 
講師: 渡部敏明（一橋大学），藤原一平（日本銀行金融
研究所） 
７．市民講演会のご案内 
日時： 2009年9月6日(日)  16:00～18:30 
場所： 同志社大学 今出川キャンパス 
参加費： 無料 
テーマ： 学力調査と統計 ～全国学力・学習状況調査
の現状と統計的側面からの検討 
講演者：  
1）藤井 宣彰（国立教育政策研究所教育課程研究セン
ター 研究開発部） 
「全国学力・学習状況調査の概要」 
2）盛永 俊弘 （京都府向日市立西ノ岡中学校） 
「全国学力・学習状況調査の意義と活用法」 
3）土屋 隆裕 （統計数理研究所） 
「全国学力・学習状況調査の分析と活用」 
4）安野 史子（国立教育政策研究所 教育課程研究セン
ター 基礎研究部） 
「大規模調査の今後の展望」 
企画・司会： 林 篤裕（九州大学 高等教育開発推進
センター） 

足立浩平（大阪大学大学院） 
 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを，できるだけ
論文として投稿してください。お待ちしておりま
す。 
 

和文誌「行動計量学」 
〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 
早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 
E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com  
 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 
大阪大学人間科学研究科 足立浩平 
E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 122 号                           2009 年 9 月 1 日 

  

ご連絡 
会員数（2009年8月5日現在） 
正会員： 882名（海外10含む） 
準会員：  82名 
名誉会員： 6名 
賛助会員： 21社 
寄贈会員： 9名 
シニア会員：7名 

計1,007名 
 
入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳しく
は，下記までお問い合わせください。 
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 
(株)国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係(担当：岸) 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

 
日本行動計量学会Webページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
 
会員向けメーリングリスト登録について 
会員向けメーリングリストへの登録をお願い
申しあげます（なお2010年1月までは，ＭＬへ
の登録（削除も）はご自身で行っていただきます）。 
「会員向けメーリングリスト：登録・サービス
の詳細」のページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 
に接続して，そこの指示にしたがって行ってくだ
さい。なお，会員であることを確認するために会
員番号が必要ですので，学会からの送付物の宛名
シールなどを用意して，作業をしてください。よ
ろしくお願いします。 
 
会員専用ページへのアクセス 
学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会
報，会員向けメーリングリストの2つのページが
会員専用となっています。これらのページにアク
セスする際には，以下のユーザー名とパスワード
の入力が必要となります。 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 
編集後記 
大分大学で開催された第 37 回大会が盛会のう
ちに終了しました。例年，大会実行委員長には12
月号で巻頭言をお願いしておりましたが，今大会
は8月上旬に開催され，実行委員長である江島先
生のご協力を得て，9月号の巻頭言を頂くことが
できました。 
私たちは，巻頭言での江島先生のご指摘を真摯
に受け止め，初心を思い出す必要があるのではな
いでしょうか。今後ともこれまで以上に好奇心旺
盛な研究活動を行うことで日本行動計量学会の
さらなる発展に寄与しましょう。 
広報委員会では、会員の方が出版された本や、
会員に関係があると思われる、シンポジウム、セ
ミナーなどの情報を含め、会員の皆様から原稿を
募集しております。下記の送付先までお送り下さ
い。 
 
会報原稿送付先 
〒852-8521 長崎県長崎市文教町1-14 
長崎大学アドミッションセンター 
吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 
TEL:095-819-2117  FAX:095-819-2112 

皆様からの情報をお待ちしております。 
 
 原稿は，発行月(3,6,9,12 月)の前々月の末日ま
でにお寄せください（たとえば6月1日号の場合
は4月30日）。それ以降に届いたものにつきまし
ては，内容を判断した上で，次号に掲載させてい
ただきます。 
 
 
題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・菅野剛・
田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・山岸侯彦・山田剛史
相談役：前田忠彦 


